
解 説

インテグリン研究の生い立ちと現状

林　 正男 ・宮本泰則

本稿は,イ ンテグリンのことをまったく知らない大学院生や研究者に,“インテグリンと

はこんなもの”とわかってもらうための解説である。インテグリンは,一 言でいえば,動

物の細胞接着分子(フ ィブロネクチンやオステオポンチンなど約20種 類の細胞接着分子が

知られている)の 動物細胞膜レセプター蛋白質である。細胞接着分子がインテグリンに結

合すると,細 胞内のシグナリング系が動き出し,そ の結果,細 胞接着だけでなく,細 胞伸

展,細 胞増殖,ア ポトーシス,分 化,細 胞骨格配向,細 胞移動,組 織形態形成,が ん転移,

創傷治癒,血 液凝固などが稼動する。

【細 胞接 着 】 【イ ンテ グ リン】 【フィブ ロネ クチ ン】

は じめ に　 ハ ヤ シの研究 室 で大学 院 時代 に細胞 接 着分

子 の研 究 を行 な った女性 研究 者 か ら,最 近,次 の よう

なお手 紙 をいた だ いた。

「この ところの細胞 外 マ トリッ クスの研 究 の流れ は,

イ ンテ グ リンか ら細胞 内の情 報伝 達 あた りに偏 った仕

事 ばか りが注 目 されて い るよ うに思 い ます。細 胞外 の

高分子 の挙動 や それ ら分 子間 の相互 作 用 とい った,生

命 現 象 を理解 す るため に本来 重要 な研 究 が もっ と活 発

に なって ほ しい,と かね がね 思 って い ま した …」

そ,そ うなの で あ る。 この ところ,世 間 で は 「イ ン

テ グ リンか ら細胞 内 の情報 伝達 あた りに偏 った 仕事 ば

か りが 注 目され て い る」 ので あ る。 そ うい う英 文総 説

(論文 の問違 いで はない)が 毎 年50報 以上 出版 され て

い る ご時世 なの で あ る1)。

そんな にた くさん の総説 が 出て い る といっ て も,英

文 だ し,そ こそ この予備 知識 が ない と,ヤ ッパ シ,“ イ

ンテ グ リン” はわか らない。 ンで 「イ ンテグ リン専 門

外 の読 者のた め に,ハ ヤシに解説 を」 とな った らしい,

とい うわ けで ある。

イ ンテ グ リンの “この とこ ろの研究 の 流れ” の ほ う

は シ ョー トレビュー を読 んで い ただ くこ とにして,本

稿 では,イ ンテグ リンを専 門 としない読 者 のために,イ

ンテ グ リンの “この ところの 研究 ” に至 る まで の短 い

「解 説」 を したた めた。

なお,“ イ ンテグ リン” に興 味 の ない方 にも楽 しんで

いた だける ような工 夫 もした。 “ハ ヤシの第三 法則”(!?)

である。 「最 新技術 を導入 しな ければ,バ イオ研 究 に新

局面 は開 けない」 とい うバ イ オ研究 にお け る法則 であ

る。 この法則 に沿 っ て話 を進 めた ので,そ の実例 を楽

しんで いただ きた い。

Ⅰ.イ ンテグリンの前にフィプロネクチンの話を聞いてネ

1.フ ィブ ロネク チンの 発見

イ ンテグ リンの話 を始 める前 に,も う1つ 別 の蛋 白

質 フ ィブ ロネ クチ ン(丘bronectin)に つ いて語 らない と
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話 が始 ま らない2)。恋 は1人 で語れない。 つ まり,フ ィ

ブロネ クチ ンの恋 人 の1人 が イ ンテ グ リン とい うわ け

だ。 そ して,イ ンテグ リンに とって は,フ ィブ ロネ ク

チ ンが初 恋 の人 だ った。

1973年,ア メ リカで フィブ ロネクチ ンが発 見 された。

当時 の最 新技 術 であ る細 胞 表面標識 法,つ ま り,動 物

細胞 表面 の蛋 白質 や糖 をアイ ソ トープで標 識 す る技 術

が導 入 された こ とが大 きい。 フィブ ロネク チ ンは,動

物培 養細胞 の細 胞表 面 に線維状 に会合 し,膜 に組 み込

まれ て いな い糖 蛋 白質,し か も細胞 の癌化 に伴 って消

えて しま う糖 蛋 白質,と して発見 された。

細胞 の癌 化 に伴 う変化 の ため,癌 細 胞 の性質 を解 明

す る重 要 な “キー ポ イ ン ト” で はないか と大 き く期 待

され た。若 い人 は ご存知 な いだ ろうが … こうい う言 い

方 って なんか イヤ ミな言 い方 ですネ。 要 す るにハ ヤ シ

も歳 を取 りま した …,当 時,細 胞生物 学,生 化 学,分

子 生物 学 に とて も大 きなイ ンパ クトを与 えたので ある。

2.最 初 に発見 され た細 胞接 着分子

細 胞 表面 の フ ィブ ロネ クチ ンが発 見 され て間 もな く,

フ ィブ ロネ クチ ンは動物 血漿 中に もそ こそ この濃 度(約

0.3mg/ml)で 存在 す る こ とがわか って きた。 さ らに,

フ ィブ ロネ ク チ ンは コラーゲ ン,ヘ パ リン(ヘ パ ラ ン

硫酸 プロテ オ グ リカ ンの代用),フ ィブ リンな どと結合

す るこ と… つ ま り細胞 外 マ トリックス を構成 す る こ と

…,そ して,動 物 培 養細胞 の細胞接 着 を担 うこ とも発

見 され た。

カ ドヘ リン,ビ トロネ クチ ン,ラ ミニ ン,オ ス テオ

ポ ンチ ン,セ レクチ ンな どを含 め,当 時,細 胞 接 着分

子 は まだ1つ も発 見 され てい なかった。細 胞 接着 が特

異的 な蛋 白質 に担 わ れて い る とい う概 念 す ら十分 に発

達 して いな か った。

フ ィブ ロネクチ ンが細胞 接着 活性 を示 した こ とか ら,

フィブ ロネクチ ンは細 胞接 着性糖 蛋 白質 とよばれた。以

後,“ 細胞 接着 ”研 究 の方 向が,細 胞接 着 を担 う分子 の

探 索,そ して,そ の分 子性状 の解析 へ と向か っ てい っ

たのであ る。事 実,そ の後,新 しい細胞 接 着分子 が続 々

と発見 された。 その 中に あって,フ ィブ ロネクチ ンは,

“細 胞 接着 ”研 究の先頭 を長 い間走 りつづけたので ある
。

3.フ ィブ ロネ クチ ン レセ プターを探 せ!

フ ィブ ロネ クチ ンは,分 子 量240Kの サ ブユ ニ ッ ト
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が2個(場 合 によ っては多数),ジ スル フ ィ ド結合 して

い る。 分子量 約480K(場 合 に よって は それ以上)の 巨

大 分子 で あ る。 フィブ ロネ クチ ン発 見 か ら9年 経 った

1982年 ころ,ハ ヤ シはアメ リカ ・NIHに いた。 その こ

ろ,ア メ リカで は フィブ ロネ クチ ンの研 究が 爆発 的 に

展 開 して い るの に,日 本 で フィブ ロネ クチ ン を研 究 し

て い る人 は2～3人 しかい なか った。

ア メ リカにい たハ ヤ シは,「 フィブ ロネ クチ ンの細 胞

表面 レセ プターが あ るハ ズ で,そ れ をぜ ひつ か ま えた

い」 と思 ってい た。 ところが,周 囲 の研究 者 に フ ィブ

ロネクチ ンレセプターのアイ デア を話 して も,“ バカな”

と笑 わ れた だ けであ った。 当時,多 くの フ ィブ ロネ ク

チ ン研 究 者 は,「 巨大 な蛋 白質や プロテオ グ リカ ンが非

特 異 的 に細 胞 表面 にベ ター と くっつ い て細 胞 は 接 着

す る」,と 何 とな く思 ってい た。 つ ま り,「 動物細 胞 表

面 に,フ ィブ ロネ クチ ンの特 異 的 レセプター はない」 と

思わ れ ていた ので ある。

状 況 は2～3年 で激 変 した。

Ⅱ.イ ンテグリンっていったい何なの?：発見と命名

1.細 胞接 着部位 は たった4つ の アミ ノ酸RGDS

1984年,1つ の大 きな発 見 が あった。 アメ リカ の ラ

ホヤ癌研 究 所(現 在 のバーナム研究所 ・ラホヤ癌研究セ ン

ター)のRuoslahtiが,「 フ ィブ ロ ネクチ ンの細胞 接 着

部 位 は た っ た4つ の ア ミ ノ 酸Arg-Gly-Asp-Ser

(RGDS)に 担われて いる」,と いう驚 くべき結 果 を発 表

した ので あ る3)。

こ こに も当時 の最新技 術 で あ るペ プチ ド化 学合 成 法

が 導入 され て い る。 つ ま り,こ の発 見 は,生 物医 学研

究 に化学 合成 したペ プチ ドを使 う とい うハ ヤ シ,じ ゃ

な くてハ シ リの研 究 だ った 。

翌1985年,動 物細胞膜 蛋 白質 を可溶 化 し,フ ィブ ロ

ネ クチ ン親和 性 カ ラムに結 合 させ,RGDSペ プチ ドで

溶 出 す る とい う大胆 な(当 時 とて も高価 な)手 法 で,

Ruoslahtiは,フ ィブロネクチ ンの細 胞 表面 レセプター

(分子量140K)を 精 製 した ので あ る4)。

2.Hynesが イ ン テ グ リン と命名 。 面 白 く な いの は

Ruoslahti

1980年 代 前 半,モ ノ ク ロ ー ナル 抗 体 作 製 と組 換 え

DNA技 術 は最新 技術 であった。 この2つ の最新技 術 が
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“細胞 接 着” の研究 に も導入 され た
。

まず,精 製 した とは とて もい えない細胞 膜 蛋 白質 を

抗 原 に,フ ィブ ロネ クチ ンへ の細 胞接 着 を阻害 す るモ

ノク ローナル抗体(JG22やCSATと いう名称)が つ く

られた。1985年,こ のモ ノクローナル抗体 を使 って,ア

メ リカ ・NIHのYamadaが,ニ ワ トリ線維 芽細 胞表 面

にあ る抗原 蛋 白質(つ ま り,フ ィブ ロネ クチ ンレセ プ

ター)を 単 離 した5)。

一 方
,1986年,ア メ リカ ・マサチ ューセ ッツ工科 大

学 のHynesは,そ の抗 原蛋 白質のcDNAク ローニング

を世 界 で最初 に行 なった。 つ ま り,フ ィブ ロネ クチ ン

レセ プ ター の ア ミノ酸 配列 と塩基 配列 を世界 で 最初 に

決定 した ので あ る6)。

細 胞 の外 に あ るフ ィブ ロネ クチ ンは,フ ィブ ロネ ク

チ ンレセ プター を介 して細胞 に結 合 し,情 報 を細 胞 内

に伝 え,細 胞 内 の アクチ ン線維 の配向,ひ い ては遺伝

子発 現 の調節 をす る(と 期待 され た)。 となる と,フ ィ

ブロネ クチ ン レセプ ター は この道筋 の 中の,細 胞 外 と

細胞 内 をintegrateす る(統 合 す る,ま とめ る)蛋 白質

に違 い ない,とHynesは 考 え,フ ィブロネ クチ ンレセ

プター をインテグ リン(integrin)と 命名 したのである6)。

面 白 くないのはRuoslahtiで ある。 フィブロネクチ ン

レセ プター とい う “モ ノ” を明確 に しか も大 量 に単離

した の に,Hynesが 勝 手 に(!?)命 名 して しまった。 国

際会議 で,RuoslahtiとHynesが 丁 々発 止 のや り取 り

を した のを 目撃 したの は,ハ ヤ シだ けで はなか った だ

ろう。 しか し,ほ とん どの フィブ ロネクチ ン研 究 者 は,

イ ンテ グ リン とい う名称 をす ぐに受 け入 れた 。

3.イ ンテグ リ ンが続 々 と発 見

イ ンテグ リン はフ ィブ ロネクチ ン レセ プ ター分子 と

して命 名 された ものの,細 胞外 マ トリックス分 子 の レ

セ プター のcDNA塩 基配 列が どん どん解 明 されて くる

と,そ れ らは,フ ィブ ロネ クチ ンレセ プター分 子 と類

似 の配 列 を もって い る ことが わか り,ま とめ て,イ ン

テ グ リン とよぶ よ うになった。 となる と,こ れ らい く

つかのイ ンテ グ リンを分類 す る必 要が生 じたのである。

それで,イ ンテ グ リンの αサ ブユニ ッ トとβ サ ブユ

ニ ッ ト…言 い忘 れ た けど,イ ンテグ リンは α と βのヘ

テ ロダイマ ー… に,そ れ ぞれ “下 付 き” の数字 や記 号

をつ けて分類 す るようになった。 た とえば,Ruoslahti

が,実 質上世 界 で最初 に単 離 した フ ィブ ロネ クチ ンレ
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セ プ タ ー は イ ン テ グ リ ン α5β1で あ り,2番 目 に単 離 し

た ビ トロ ネ ク チ ン レセ プタ ー は イ ンテ グ リン αvβ3で あ

る(αvのvはvitronectinのv)。

4.考 えも しなか った蛋 白質 まで イ ンテグ リンの仲 間

入 り

イ ンテグ リンと同定 された分子 の なか には,“ 細 胞外

マ トリックス分 子 の レセプタ ー” とは別 の分 野 で研究

され て いた蛋 白質 もあ る。 た とえば,免 疫学 とい う ま

っ た くの異 分野 で,リ ンパ球 細胞 表面 にVLA(very

late　 antigen)シ リ ー ズ やCD(cluster　 of

differentiation)シ リーズ の一 連 の抗 原が 発見 され てい

た。 それ らのcDNA塩 基 配列 を解 明 してみ ると,実 は,

イ ンテ グ リンであ ったのだ7)。

また,血 小板 の細胞 表面 に あっ て,血 小板 凝集 に機

能 す るGPⅡb/Ⅲa(glycoproteinⅡbと 同Ⅲa)も イ ン

テ グ リンであ った8)。とい うわ けで,イ ンテグ リンの研

究領 域 は吸収 合併 を くり返 し,そ の後,ど ん どん と巨

大化 して い った ので あ る9)。

5.イ ンテ グ リンの論 文は1997年 に1884報

イ ンテ グ リンの研 究領 域が 巨大 化 して い った こ とを

デー タで示 そ う。 イ ンテグ リンの論文 数 を コ ンピュー

タで検 索す る と,図1の よう にな る。 イ ンテ グ リン と

命名 された年 の1986年 に,論 文 は2報 出 てい る。 もち

ろん,1985年 以前 は0報 であ る。そ して,1988年 に55

報 出て以 来,1996年 までの9年 間 は きれ いなy=ax+

bの 式 に乗 って いる。つ まり,毎 年226報 上 積 みされて

論文 が発 表 されつ づ けた ことにな る。 ただ し,1997年

になって,突 如,論 文数が飽 和点 に達 したか に見 える。

さーて,1998年 や1999年 はどうなってい くのであろう?

6.イ ンテグ リンが ノーベ ル 賞を も らう 日

1998年 秋 にノーベ ル 医学 生理 学 賞 に輝 いた “nitric

oxide”の論 文数 は,1997年 に5012報 発表 されている。

イ ンテグ リンの論文 が 図1の よ うに毎 年226報 上積

み のペ ースで直 線的 に増 加す ると仮定 して,1998年 ノ

ーベ ル医 学生理 学賞 に輝 いた “nitric　oxide” の論 文数

5012報 に達 す るの は,い つだろ うか?上 記 の単 純 な

式 を使 う と,5012=226(x-1988)+55,に な るか ら,

x=2010。つ ま り,あ と約10年 後 の2010年 にインテグ

リンの論文 数が ノーベル賞 級 になって,“ イ ンテ グ リン
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現 在知 られ てい る22種 類の イ ンテグ リンの1つ1つ を

各 論 として研 究 す る しか な い。

イ ンテ グ リン分子 をす っか り理解 す るには,各 論 と

して研 究 され た全部 のイ ン テグ リン を解 説 しな けれ ば

な らない。 しか し,そ れ はで きない相 談だ。 それで,全

22種 類 の イ ンテグ リンについて,そ の結合 す る接着 分

子,生 理機能,関 連 す る疾 患 を表1に ま とめてみ た。

この うち インテグ リンa3β1と イ ンテグ リン αLβ2をと

りあ げ,以 下 に少 し解説 し よう。

図1イ　 ン テ グ リ ン(integrin)論 文 の 件 数

デ ー タベ ー スMedlineを 用 い て,Advanced　 Boolean　 Searchと い

う方 法 で,毎 年 の “integrin” 論 文 数 を調 べ た。

研 究 に ノーベ ル賞 ” とい うこ とにな る…か も(?)し

れ ない。

Ⅲ.イ ンテグリンの種類,生 理機能,関 連疾患

1.イ ンテ グ リン は少な くとも22種 類

イ ンテ グ リン分子 はaβ の ヘテ ロダイマーか らな り,

aβ ともに膜 を貫通 してい る蛋 白質 である。 ア ミノ酸 配

列 の類 似 性か ら,α が16種 類,β が8種 類 知 られてい

る。 それ な ら,16×8=128,つ ま り128種 類 のイ ンテ

グ リンが あるか とい う と,現 実 は22種 類 しか知 られて

いな い。 た ぶ ん,実 際 は もっ とあるだ ろう。 もしその

気 な ら,23番 目 とか50番 目 とか100番 目とかのインテ

グ リン発 見者 に,あ な たが なれ るか もしれな い。

イ ンテ グ リン分 子 の構造 上 の知見 に関 して は,現 在

どの インテグ リンの αβ も,ア ミノ酸配列 や塩基 配列 は

既知 で あ る。 細胞 外 ドメイ ンに ある細胞 接着 分子 との

結合部 位,細 胞 内 ドメ イ ンにあ るシグナ リング系蛋 白

質 との結 合部 位,リ ン酸化 を受 ける部位 も,特 定 の イ

ンテグ リン分 子 につ いて は解明 されて い る。 これ らの

よ く研 究 され た特定 のインテグ リン分子 の知 見か ら,一

般的 に は,本 号 の傳 田氏 の シ ョー トレ ビューに あ る図

1の ようなモ デル 図が 描 かれ る(重 複 す るので こ こで

は描 きませ ん)。

2.イ ンテグ リンを各 論 と して攻 める

イ ンテグ リン分 子の動 態や 生理機能 を理解 す るには,

3.た とえ ばイ ンテグ リンa3β1と は?

イ ンテ グ リン α,β1(別名:VLA-3)が 結 合 す る接 着

分子 は,細 胞外 マ トリックス分 子 のラ ミニ ン-5(旧 名:

カ リニ ン,エ ピ リグ リン,ニ セイ ン)であ る10)。イ ンテ

グリン α3β1は,皮 膚表皮細 胞,消 化管 の上 皮細胞,腎

臓 のメサ ンギウム細 胞 に存 在 してい る。 では,イ ンテ

グ リン α3β1はそ こで何 をして い るのか?一 般 的 に,

「蛋 白質が 生体 内で何 を してい るのか?」 を解 明す るの

は そ う簡単 で は ない。

こ こに,ノ ックアウ トマ ウス作製 とい う最 新技術 が

導入 された。 インテグ リン α3遺伝 子 を人 為 的に欠損 さ

せた マ ウス は,発 生過 程 で腎臓 や肺 にい ろい ろな異常

が生 じ,生 後1日 目に死 んで しまう11)。この ことか ら,

イ ンテグ リン α3β1が腎臓 や肺 の形 成 にかかわってい る

ことまで はわ か った。

問題 は,そ の先 で あ る。 「どの ようにかかわってい る

のか?」 で あ る。 しか し,そ の先 に進 む には,さ らな

る最 新技 術や さらなる新 しい概 念の導 入が必要 だろう。

なお,イ ンテグ リンの場合,ち ょっ と特殊 な事情 が

2つ あ る。1つ は,た いていの細胞 が複 数の インテグ リ

ンを もって いて,他 のイ ンテ グ リンが代 役 を果 た して

しまう可 能性 が あ る ことだ。 もう1つ は,イ ンテ グ リ

ン は多 数 の接 着 分 子 と関 係 す る浮 気 者,と い う家 庭

の事情 が あ るの だ。一般 的 に,イ ンテ グ リン と接着 分

子 の関係 は1対1で はな く多 対 多の 関係 で ある。 その

た め,生 体 内で はイ ンテグ リン と接 着分 子 の相 互作 用

が非 常 に複雑 になっ て しまう。 これ を打破 す るた めの

何 らか の工夫 も必 要だ ろ う,と 直 感 的 に感 じてい る。

4.イ ン テ グ リ ン αLβ2と は?

次 に,イ ン テ グ リ ン αLβ2(別 名:LFA-1,CDlla/

CD18)の ほ う に 話 を進 め て い こ う。 い ま まで いわ な か
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表1　 22種 類 の イ ンテ グ リン

FN:フ ィプ ロ ネ クチ ン,VN:ビ トロ ネ ク チ ン,TSP:卜 ロ ンボ ス ポ ン ジン,OPN:オ ス テオ ポ ンチ ン,Fbg:フ ィブ リノー ゲ ン,vWF:

フォ ン ビル ブ ラ ン ド因 子,VCAM-1:vascular　 cell　adhesion　 molecule-1,ICAM-1intercellular　 adhesion　 molecule-1,MAdCAM-1:

mucosal　 adressin　 cell　adhesion　 molecule-1.

った け ど,イ ンテ グ リンの なか には,細 胞 外 マ トリ ッ

クス分 子の レセ プ ターで は な く,細 胞 どうしの接着 を

担 うもの もあ る。 その1つ がイ ンテ グリン αLβ2である。

インテグリン αLβ2は,血 管 内皮 細胞 表面 のICAM-1と

い う免 疫グロブ リンに似た蛋 白質 に結合 する12)。白血 球

は,こ のイ ンテ グ リン αLβ2を使 って血管 内皮 細胞 に接

着 し,こ の接着 によって,白 血球 のホー ミング現 象(白

血 球 が特定 の リンパ組 織 に戻 って くる現 象)が 達成 さ

れ るのであ る。

別 の話 であ るが,抗 イ ンテ グ リン αLβ2抗体 に よって

T細 胞 の活性 化が 阻害 され,免 疫 寛容 が誘導 され る13)。

とい うわけで,イ ンテグ リン αLβ2をうま く操作 すれ ば,

臓 器移植 時の拒 絶 反応 を軽減 で きるので は ないか,と

期 待 されてい る。

5.後 続 のイ ンテ グ リン α8β1とイ ンテ グ リン αvβ3は

“勢 い”で 読ん でネ

ア ッとい う間 に誌面 が つ きて しまったが,イ ンテグ

リン非 専 門家 の皆 さん を,“ イ ンテグ リン村 の外観 と入

口”が見 える ところ までお連 れ したので,こ の辺 で,ハ

ヤ シ と ミヤモ トは,肩 の荷 をお ろ させ て もらいた い。

なお,あ とに続 く傳 田氏 の シ ョー トレ ビューで はイ

ンテグ リン α8β1が,植 村 氏 の シ ョー トレビューではイ

ンテ グ リン αvβ3が扱 われ てい る。 ここまで きた か らに

は,イ ンテグ リン非専 門家 の 方 も “勢 い” で読 んで み

た ら どうだ ろう。

お わ りに　 “イ ンテ グ リン” は1986年 に命 名 された の
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で,1999年 現在 で は まだ13年 の歴 史 しか な い。 この

13年 間 の “イ ンテグ リン”の研 究 をふ り返 って み る と,

アメ リカにいた 日本人 研 究者 の貢献 は大 きいものの,は

っき り言 って,日 本 が完敗 した歴史 で ある。“ハ ヤシの

才能 や努力 が足 りなか った” か もしれ な いが,コ トは

そ うい う個 人 レベ ルの話 で はな い。

日本 には,新 しい研 究分 野,そ れ も動 きの早 い研 究

分野,そ うい うダ イナ ミズ ム に対応 して い く思想,シ

ステ ム,指 導者 が,“ バ イオ” にはいなかったか らで あ

る。 これ らの ことは,現 在 で も改善 されていないし,そ

もそ も問題意 識 す らあ る ように は思 えない。 指導 的 な

立場 の研 究者 で あれ,官 僚 で あれ,と にか く決 定 で き

る立場 の人 が,自 分 自身 や,自 分 の研 究 室 ・研 究 テ ー

マ ・人脈 ・所 属組織 へ の利 益誘 導 を 目的 として行動 し

発 言 す る。 そ して,そ うい う利 益誘 導が 指導者 の “仕

事 ”であ り,組 織構 成 員か ら望 まれている “政 治力 ”だ

と誤 解 して い るか らで あ る。

日本 お よび世 界 の大 多数 の人 々へ の利益 誘導 で は な

く,自 分 や 自グル ー プへ の利 益誘 導 をす るのが 犯罪 で

はな く,“善” とされ る研究 文化 風土 が,日 本の指 導者

層 に はある。 そ うい う研 究文 化風 土 のな かで は,新 し

い研 究分野 は育 成 す る対 象 で はな く,意 図的 に無視 ま

た は攻撃 す る対 象 に なっ て しま う。

イ ンテグ リンの よ うに “研 究対 象” と して は画期 的

で,ア メ リカ に いた 日本 人研 究者 が多 大 の貢献 を した

に もかか わ らず,日 本 が ま ともに対 応 しなか った例 は,

ほか に もい ろい ろあ るだ ろ う と思 う。 イ ンテ グ リンの

この解説 を書 いていて,「 どー した らいいんだろうか?」,

とハ ヤ シは悩 み ま した。
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研究課題:脳 の初期発生制御遺伝子群 の体系的収集 と機

能解析

プ ロジェク ト内容:ア フリカツメガエルを用い,脳cDNA

ライブラ リーよ り新規遺伝子 を同定 し,顕 微注入法に

より機能解析 を行な う。研究員 と技術員 は分子生物学

的手法の経験が必要。意欲的 な人 を求 む。
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